
ク′″,/渤

の
み
で
、

今
回
も
規
定
額

未
満
を
添
付
し
た
例
は
な

か

っ
た
。

添
付
分
は
合
計

で
慨
万
円
。

・

使
途
の
具
体
的
な
記
載

も
義
務
化
さ
れ
て
い
な
い

が
、

県
民
２

フ
ア
、

共
塵

党
と
緑
心
会
の
２
会
派

と
、

両
会
派
所
腐
議
員
計

１０
人
は
備
考
相
に
内
容
を

記
入
。

坂
本
慶
整
氏

（県

民
ク
ラ
フ
）
は
詳
細
な
調

査
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
、

西

恩
は
会
派
の
活
動
記
録
を

掲
載
し
た
広
報
紙
を
添
付

し
た
。

支
出
項
目
で
最
も
額
が

多

い
の
は
講
査
研
究
哀

爺

５
７
９
■
万
円
、

全

体
の
４６

・
２
％
）
。

調
査

分
野
で
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
や
地
産
外
商
な
ど
を

合
め
た
県
産
業
振
興
計
画

関
係
が
目
立
っ
た
ほ
か
、

地
震
対
策
、

環
境
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、

視
察
先
は

国
内
の
ほ
か
、

ス
イ
ス
、

中
国
、

韓
国
な
ど
。

残
余
は
研
年
度
よ
り
９

万
円
少
な
い
抽
万
円
。

県

民
ク
ラ
ブ
ド
共
産
党
と
緑

心
会
、
公
明
党
、

南
嵐
の

４
会
派
（計
組
万
円
ｙ
皇
申

員
１３
人
（計
限
万
∪

が
い

ず
れ
も
県
に
返
遅
し
た
。

「曇

播

調
要

の
交
付

に
関
す
る
規
籍
督

で
定
め
ら

れ
て
い
る
使
途
碁
準
は
次
の

通
り
。

会
派
分
は
県
議

会
棟
内
に
各
昼
派
の
手

務
所
が
ほ
か
れ
て
い
る

た
め
、

Ｏ
は
含
ま
れ
な

い
。①

調
査
研
究
費
＝
県

縁

島

縁

の
調
査
研
究
に
要
す
る

警

要

曇

。

②
研
修
費
＝
研
修

会
、

講
演
会
に
議
員
や

秘
密
が
参
加
す
る
際
の

会
費
や
旅
費
。

Ｑ
霊
軍
Ｌ
旨
雲

望
な
ど
湧
室
扇
一る
た
め
の
会

議
に
要
す
る
会
場
費
や
資
料

国

。

畳

磐

議
に
必
要
な
資
料
を
作
区
す

る
た
め
の
印
刷

・
製
本
代
や

口
原
稿
料
。

Ｑ

題

球

会

＝
調
査

研
究
に
必
要
な
図
書
，

資

料
な
ど
の
購
入
経
費
。

③
広
報
費
＝
議
会
活
動

や
県
の
政
策
な
ど
に
関
す

暑

箸

則

や
送
料
。

④
岳
緒
所
費
＝
調
査
研

・

究
に
必
要
な
事
務
所
の
設

一

置

・
督
碧

家
。
　

　

　

一

留

要

塾

舞

に
必
要
な
事
琶
慶
施
・
備

品
の
購
入
費
や
通
信
費
。

９
谷

キ

出

奪
発
を

補
助
す
る
職
目
を
雇
用
す
る

た
め
の
経
費
。

本
県
は
県
議
個
人
に
月

額
１４
万

円

（
年
額
船
万

円
）
、各

会
派
に
月
額
１４
万

円
に
所
腐
議
員
数
を
栞
じ

た
額
を
変
付
し
て
い
る
。

饉
年
度
ま
で
は
、

支
出

を
証
明
す
る
領
収
書
な
ど

の
添
付
義
務
が
あ
っ
た
の

は
、

■
人
５
０
０
０
円
以

上
の
会
議
に
伴
う
食
糧

費
、

１
件
１０
万
円
以
上
の

調
査
な
ど
の
委
託
寅
、

■

件
１０
万
円
以
上
の
旅
費

傘
翁
評
算
書
を
添
付
）

度
費

陣
査翻県政県

議
会
は
■
日
付
で
、

２
０
０
８
年
度
の
政
務
調
査
費
の
収
支
報
告
書
を
公
表
し
た
。

議
員
や
会
派
ヘ

の
交
付
総
額
１
億
３
■
０
４
万
円
の
う
ち
、

銃

・
６
％
の
■
億
２
，
２
８
万
円
が
使
わ
れ
た
。

県
議
会
は

∞
年
度
分
か
ら
す
べ
て
の
使
途
で
領
収
書
な
ど
の
添
付
を
義
務
化
す
る
が
、

０８
年
度
の
支
出
で
領
収
書
な

ど
が
添
付
さ
れ
た
の
は
５

，
４
％
と
前
年
度

（５

，
２
％
）
並
み
に
と
ど
ま
り
、

透
明
化
が

″
前
倒
し
″

さ
れ
る
結
果
に
は
な
ら
な
か

っ
た
。

県
議
会
棟
３
階
図
書
峯
で
開
覧
で
き
る
。

　
　
　
　
（小
笠
原
敏
浩
）

義
務
化
控
≡
領
収
書
添
付
５
。
４

％

廃

窒

審

衰

の
畜

花

は
全
国
内
な
傾
向
で
、

県

議
会
は

一
昨
年
書
の
改
選

後
か
ら
運
用
を
協
議
。

昨

年
の
県
議
会
１２
月
定
例
会

で
、

使
途
を
■
円
か
ら
全

面
公
開
す
る
条
例
案
を
全

会

一
致
で
可
決
し
た
。

各
会
派
の
政
務
′

鯛
査
費

一
覧

ン魯営           昏雪魯曇肇言軽:管:雪魯畳験

高知県議会議員の2008年度政務翔査費一覧
査

費カ

頭

研 暫 智
日

■成

賞

昨

掛

費入

演

日 臀 嘉要晋 管 合 計

縮駆遍稗耽 2 5 124 1689

誤雷鞠    (自 民) 1159 8 5 弱 453 1764

綜親蕗智娼) 亜 7 3 186 324 5 7 768 1745

織 t播翻馳
Ｗ

1覇
郷

匁
牙 謡

距
硲

趨難霞霞b(県め 435 160 338 540 1684

襲稽懃侵易覇
材

一
的

一
”

４‐
骸

一
‐５

卸
一

備
一

殉
理 ７‐９

防

動
的
動
的
動の
務務
窓邸
駅
悪製
理り
卿

橿
堰
爆
爆
屋
漆
総

一通
贈
面
癌
‐４５盤
ｍ
鶴

一
一
一
一
一
一
一
５

盛
蜘
踊

一
５

十
一

一
三

一
三

″

一
４

〓

一
一
三

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一一
一
一
一
十
一

一貶
８‐
一確
Ｗ６７
７４
郷
加
郷
弱
術
郷
∞

一
一
一
弥

郎
３‐５
‐２．
的
郷
４０‐
４８‐

一
帥

十
一

鱗

盤
一気
翻

〓

Ｗ

２‐。
碑
ｍ
一４‐３
７
一抑
“
距
郷
的
弱
秘
崎

蜘
物
的
貶
蜘
蜘
一的
一
一
一
一
一
一帥

攣

ｗ
囲
襲

側
仰

窺噌お智馳 1605 9 9 9 6 1701

襲曙艶侵副碗
留

一
２ 観

如 360
一
‐５ ｍ

ｍ

碁芦輪 侵副 377
‐７
碕 仰

獅
2 9 8
2 5 1:轄

さ饗壇騒あ供.約 382 123 186 933 6 7 1694

慰
男

帽
擦

蚤

譜

置

型

車

間轟
鍋

憾
狐
独
９

一
十
一
範

十
一
一
一

一
７

一

一

２
∞
師
６７

一
一弱
勢

一
一
一
一

的
４‐６
４６

一

望
鶴

７０８
価
仰
抑

古努翌日麿騒ぁ(自動 1373 1782

頴轍禎1慰1298
658 328∞

鉛 311
∝
弱 240 i梯も

謂鋼曹駒 一∞
一
９３

‐４
∞

744
一抑

844 1703
1673

摂古佐譜杢石熙 政) 699 5 9 195 248 486 170D

器究萎晋 智 格蔵掛輝入掛甲 晋 管 合 8 t

自   民 く1つ 15949 367 8 0 4M 4細い 221 24617

県  取 (0) 9427 抑 483 594 2t160 1682 15123

県   ク (5) 768 m 7 6185

共 ・無 (5) 772 977 3363 6455

公  明 く0) 3064 252 709 4805

南  風 (2) 2438 208 3342

西  嵐 (■) 8 2 1600 1683


